
エレクトーンELC-02用スピーカー
取扱説明書

JA

ZX10550ELCU-S02
安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」を

よくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いた
だき、お客様やほかの方々への危害や財産への損害を未然
に防止するためのものです。必ずお守りください。
お子様がご使用になる場合は、保護者の方が以下の内容をお子様
にご徹底くださいますようお願いいたします。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必
ず保管してください。

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意
味があります。

■「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、
危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

 警告

電源コードをストーブなどの熱器具に近づけた
り、無理に曲げたり、傷つけたりしない。また、電
源コードに重いものをのせない。
電源コードが破損し、感電や火災の原因になります。

電源は必ず交流100Vを使用する。
エアコンの電源など交流 200V のものがあります。
誤って接続すると、感電や火災のおそれがあります。

電源コード/プラグは、必ず付属のスピーカー専用
のものを使用する。また、付属の電源コードをほか
の製品に使用しない。
故障、発熱、火災などの原因になります。

電源プラグにほこりが付着している場合は、ほこ
りをきれいに拭き取る。
感電やショートのおそれがあります。

この製品の内部を開け
たり、内部の部品を分
解したり改造したりし
ない。
感電や火災、けが、または
故障の原因になります。

本体の上に花瓶や薬品など液体の入ったものを置
かない。また、浴室や雨天時の屋外など湿気の多い
ところで使用しない。
内部に水などの液体が入ると、感電や火災、または故
障の原因になります。入った場合は、すぐに電源ス
イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いた
上で、お買い上げの販売店またはヤマハ修理ご相談
センターに点検をご依頼ください。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

本体の上にろうそくなど火気のあるものを置かな
い。
ろうそくなどが倒れたりして、火災の原因になりま
す。

下記のような異常が発生した場合、すぐに電源ス
イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜く。
・電源コード/プラグがいたんだ場合
・製品から異常なにおいや煙が出た場合
・製品の内部に異物が入った場合
・使用中に音が出なくなった場合
そのまま使用を続けると、感電や火災、または故障の
おそれがあります。至急、お買い上げの販売店または
ヤマハ修理ご相談センターに点検をご依頼くださ
い。

「ご注意ください」という注意喚起を
示します。

～しないでくださいという「禁止」を
示します。

「必ず実行」してくださいという強制を
示します。

警告
この表示の欄は、「死亡する可能性ま
たは重傷を負う可能性が想定される」
内容です。

注意
この表示の欄は、「傷害を負う可能性
または物的損害が発生する可能性が
想定される」内容です。

電源 /電源コード

禁止

必ず実行

必ず実行

必ず実行

分解禁止

禁止

水に注意

禁止

禁止

火に注意

禁止

異常に気づいたら

必ず実行
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 注意

たこ足配線をしない。
音質が劣化したり、コンセント部が異常発熱して
火災の原因になることがあります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに、
必ず電源プラグを持って引き抜く。
電源コードが破損して、感電や火災の原因になるこ
とがあります。

長期間使用しないときや落雷のおそれがあるとき
は、必ずコンセントから電源プラグを抜く。
感電や火災、故障の原因になることがあります。

ELC-02の取扱説明書の組み立て方の説明をよく
読み、手順どおりに組み立てる。
手順どおりに正しく組み立てないと、楽器が破損し
たりお客様がけがをしたりする原因になります。

不安定な場所に置かない。
本体が転倒して故障したり、お客様やほかの方々が
けがをしたりする原因になります。

本体を移動するときは、必ず電源コードなどの接
続ケーブルをすべて外した上で行なう。
コードをいためたり、お客様やほかの方々が転倒し
たりするおそれがあります。

この製品を電源コンセントの近くに設置する。
電源プラグに容易に手が届く位置に設置し、異常を
感じた場合にはすぐに電源スイッチを切り、電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。また、電源ス
イッチを切った状態でも微電流が流れています。こ
の製品を長時間使用しないときは、必ず電源プラグ
をコンセントから抜いてください。

指定のスタンド/金具を使用する。また、付属の
ネジがある場合は必ずそれを使用する。
本体が転倒し破損したり、内部の部品を傷つけたり
する原因になります。

すべての機器の電源を切った上で、ほかの機器と
接続する。また、電源を入れたり切ったりする前
に、機器のボリュームを最小にする。
感電、聴力障害または機器の損傷の原因になります。

演奏を始める前に機器のボリュームを最小にし、
演奏しながら徐々にボリュームを上げて、適切な
音量にする。
聴力障害または機器の損傷の原因になります。

本体のすき間に手や指を入れない。
お客様がけがをするおそれがあります。

パネルのすき間から金属や紙片などの異物を入れ
ない。
感電、ショート、火災、故障や動作不良の原因になる
ことがあります。

本体の上にのったり重いものをのせたりしない。
また、ボタンやスイッチ、入出力端子などに無理な
力を加えない。
本体が破損したり、お客様やほかの方々がけがをし
たりする原因になります。

使用後は、必ず電源を切りましょう。
電源スイッチを切った状態(パワーインジケーターが消えている)
でも微電流が流れています。
電源スイッチが切れている時の消費電力は、最小限の値で設計さ
れています。この製品を長時間使用しないときは必ず電源プラグ
をコンセントから抜いてください。

電源 /電源コード

禁止

必ず実行

必ず実行

組み立て

必ず実行

設置

禁止

必ず実行

必ず実行

必ず実行

不適切な使用や改造により故障した場合の保証はいたし
かねます。

この製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合
しています。

接続

必ず実行

必ず実行

取り扱い

禁止

禁止

禁止

機種名(品番)、製造番号(シリアルナンバー)、電源条件などの情報は、
製品のリアパネルにある銘板または銘板付近に表示されています。製
品を紛失した場合などでもご自身のものを特定していただけるよう、
機種名と製造番号については以下の欄にご記入のうえ、大切に保管し
ていただくことをお勧めします。

機種名 

製造番号

(rear_ja_02)
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はじめに
この製品は、ELC-02専用のスピーカーです。スピー
カーの取り付け方法や使い方については、ELC-02の
取扱説明書をご覧ください。

注記(ご使用上の注意)
製品の故障、損傷や誤動作を防ぐため、以下の内容をお守り
ください。

■ 製品の取り扱いに関する注意
• テレビやラジオ、ステレオ、携帯電話など他の電気製品の
近くで使用しないでください。楽器本体またはテレビや
ラジオなどに雑音が生じる原因になります。 iPad、
iPhone、iPod touchのアプリケーションと一緒に使用
する場合は、通信によるノイズを避けるためiPad、
iPhone、iPod touchの機内モードをオンにしてお使い
いただくことをおすすめします。

• 直射日光のあたる場所(日中の車内など)やストーブの近く
など極端に温度が高くなるところ、逆に温度が極端に低い
ところ、また、ほこりや振動の多いところで使用しないで
ください。本体のパネルが変形したり、内部の部品が故障
したり、動作が不安定になったりする原因になります
(5℃～40℃の範囲で動作することを確認しています)。

• 本体上にビニール製品やプラスチック製品、ゴム製品など
を置かないでください。本体のパネルや鍵盤が変色/ 変質
する原因になります。

■ 製品のお手入れに関する注意
• 手入れするときは、乾いた柔らかい布、または水を含ませ
た柔らかい布を固くしぼってご使用ください。ベンジンや
シンナー、アルコール、洗剤、化学ぞうきんなどを使用す
ると、変色/変質する原因になりますので、使用しないで
ください。

• 極端に温湿度が変化すると、本体表面に水滴がつく（結露
する）ことがあります。水滴をそのまま放置すると、木部
が水分を吸収して変形する原因になります。水滴がついた
場合は、柔らかい布ですぐに拭きとってください。

お知らせ

■ 取扱説明書の記載内容に関するお知らせ
• この取扱説明書に掲載されているイラストは、すべて操作
説明のためのものです。したがって、実際の仕様と異なる
場合があります。

• その他、本書に記載されている会社名および商品名等は、
各社の登録商標または商標です。

仕様

本書は、発行時点での最新仕様で説明しています。
最新版は、ヤマハウェブサイトからダウンロードできます。

スピーカー
ユニット

[96 mm (コーン型) + 19 mm (ドーム
型)] × 2

アンプ出力 (20W + 15W) × 2

消費電力 20 W

電源 AC100V　50/60Hz

端子 INPUT 1 (RCA)、
INPUT 2 (フォーン)

効果 SOUND TYPE1/2

寸法
(幅×奥行き×高さ)

144 mm × 191 mm × 242 mm 

質量 3.3 kg × 2
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各部の名称と機能

1 電源スイッチ
スピーカーの電源をオン、オフするスイッチです。
オンにするとパワーインジケーターが緑色に点灯します。

2 [VOLUME](ボリューム)ダイアル
音量を調整します。

3 [SOUND TYPE](サウンドタイプ)スイッチ
音質を切り替えます。
「1」はELC-02のスタンドに設置したときに適した音質で
す。
「2」はスピーカーを耳元に近い高さに設置したときに適し
た音質です。

4 [INPUT 1](インプット1)端子
RCAピンジャックに対応する入力端子です。ELC-02では
使用しません。

5 [INPUT 2](インプット2)端子
ELC-02とスピーカーを接続する端子です。
付属のスピーカー用オーディオケーブルをここに接続してく
ださい。

6 [AC IN]端子
付属のスピーカー用電源コードを接続するための端子です。

NOTE
スピーカーの取り付けや接続方法については、ELC-02の取扱説明
書をご覧ください。
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